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近代スポーツは西洋から世界に発信された。

稲垣（１９９３）によれば，スポーツが中心化，産

業化される過程で，未組織のスポーツや民族固

有の土着のスポーツは周縁化された。その結果
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カラリパヤットKalarippayattuの諸相
─南インド，ケーララ州における
マーシャルアーツの実証的研究─

高橋 京子＊

南インド，ケーララ州に伝承されるマーシャルアーツのカラリパヤットは，一説にはホリスティッ
ク武術であると言われるが，その根拠は明確にされているとは言いがたい。本稿ではフィールドワー
ク，筆者のトレーニング体験，グラフノーテーションという方法を主として用い，身体トレーニング，
医学，信仰という多角的な視点から，カラリパヤットがホリスティックなマーシャルアーツである根
拠を明らかにすることを目的とする。その結果以下のことが考察された。カラリパヤットは，第一に
①全身運動，②自己防衛，③攻撃，を目的とする身体トレーニングである。第二にアーユルヴェーダ
を基盤に①疾病予防のための健康なからだ作り，②治療，③独自の信仰に根ざして人間を全体的に扱
う医学，である。第三に背景には，ケーララ社会における厳格な慣習を反映しながらも，宗教，カー
ストや男女の枠を超えた特異な信仰が見られる。そして結果としてカラリパヤットは身体トレーニン
グ，医学，信仰の３つの要素を満たしつつ，それらを包含して，人間が人間らしく生きるために不可
欠な，肉体と精神のバランスを重んじたホリスティックなマーシャルアーツなのである。
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近代スポーツは，身体を酷使させても勝つため

の競技として定着している。しかしこのような

近代スポーツは，肉体と精神を切り離した末に

ドーピング問題などを引き起こし，臨界点に達

していると稲垣（２００１）は述べる。稲垣（１９９３）

は，グローバルな視点や考え方が要請される現

代こそ，周縁に追いやられた，身心一如の精神

に基づく東洋産の武道のようなスポーツを見直

すべきだという。そしてこれからは，こうした

スポーツと近代スポーツとの共生が必要だと訴

えている。

河野（１９９２，１９９４）は，稲垣が東洋産の武道

として挙げる南インドのカラリパヤット

Kalarippayattuを研究している。河野は，伝承

地にあるC.V.N.カラリで受けた自身の治療体

験と参与観察から，地域生活と養生，心身教育

が一体となったカラリパヤットを「ホリスティ

ック武術」（河野１９９２:７６６，１９９４:１９８）である

と紹介している。身体，環境などを含めて患者

を全体的に扱うホリスティック医学を手がかり

としたこの表現は，カラリパヤットの身心一如

の精神を的確に示しているが，根拠が不十分で

あると思われる。

そこで本稿は，南インド，ケーララ州に伝承

されるカラリパヤットを対象に，筆者の体験と

グラフノーテーションという方法論を用い，身

体トレーニング，医学，信仰という多角的な視

点から，カラリパヤットがホリスティック１）な

マーシャルアーツである根拠を明らかにするこ

とを目的とする。

本稿の研究期間は，１期：２００４年２月４日～

３月２５日，２期：２００５年２月２日～３月５日，

３期:２００５年７月２７日～９月１０日，４期：２００５

年１２月２６日～２００６年２月１３日とする。研究方法

は，現地で文化人類学的手法に基づきおこなっ

た映像取得やインタビューなどのフィールドワ

ーク，トレーニング体験を含む参与観察，文献

調査，動作分析とする。筆者はこの期間中，ケ

ーララ州北部カンヌールKannur県タラッシェ

ーリThalassery市２）カディルールKadirur３）に

ある，ナヌグルカル４）NanuGurukal率いるグ

ルクラムカラリサンガム Gurukulam Kalari

Sangham（以下，G.K.K.S.）にて，合計９週

間のトレーニングを体験した。３期には州都テ

ィルヴァナンタプラムThiruvananthapuramに

あり，海外公演や外国人受け入れの多いC.V.

N.カラリでフィールドワークと参与観察を実

施した。そしてトレーニングの動作分析には，

舞踊動作分析に用いられるグラフノーテーショ

ンを用いる。

次に先行研究を検証する。日本国内において

カラリパヤットを対象とした研究は，まず先述

のアジア舞踊研究者の河野（１９９２，１９９４）の研

究が挙げられる。「ホリスティック武術」とい

う指摘は重要だが，そこに至るまでの分析過程

が明示されていないため，本稿ではホリスティ

ック武術である根拠を明らかとする。また河野

（１９８８，１９９０）は，同州の舞踊劇カタカリKathakali

でカラリパヤットのマッサージを用いてからだ

や顔を整形することから，それとカラリパヤッ

トとの共通点を指摘している。次に舞踊研究者

の石井（１９９５）はC.V.N.カラリでのインタビ

ュー，観察から，カタカリ演者のトレーニング

も実際の動きもカラリパヤットに由来すると考

察し，芸能の成立と武術には密接な関係がある

と述べている。石井は，カラリパヤットでおこ

なわれる８つの動物の動きは暗黒舞踏を思わせ

る舞踊的な動作で，人間が本来持っていた野生

を取り込んだとも推察している。また石井

（１９９９）は，ケーララ州がサーカスにゆかりの
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地である理由を，超絶技巧を見るような動作の

カラリパヤットが発達したような州だからであ

ると推察している。次に舞踊人類学者の宮尾

（１９８７）も，河野，石井と同様にカタカリの基礎

訓練としてのカラリパヤットを紹介している。

スポーツ史研究者の稲垣（２００１，２００４）は，カ

ラリパヤットを経験した男子が次のステップと

して武術，女子が舞踊に進む点を挙げて，カラ

リパヤットを「総合身体修練法」（稲垣２００１:

５７）であると考察している。スポーツ人類学者

の松浪（１９８９）は，動作の点でカラリパヤット

がエスキモー人の格闘技と似ていると指摘して

いる。またヒンドゥー教の多様性の上にカラリ

パヤットが成立したと考え，ヒンドゥー教の重

要性も指摘している。以上の研究は，カラリパ

ヤットとカタカリの関係のように周縁部分から

対象を俯瞰するにとどまり，対象そのものの分

析には及んでいないといえる。河野の「ホリス

ティック武術」という捉え方は本稿の主軸とな

るが，トレーニング体験を基盤に実証的に対象

に迫るという視点，身体動作に特化する視点が

不足していると思われる。そこで本稿では体験

とともに動作分析から，対象がホリスティック

性をもつと捉えられる根拠を明らかにする。次

に，カラリパヤットを研究した新美（２００１）は

C.V.N.カラリでのトレーニング体験を通し

て，カラリパヤットが伝統武術か否かを考えて

いる。新美は，実践性，競技性を目的とするケ

ーララ・カラリパヤット・アソシエーションの

近代スポーツ的な指導方針に対し，自己の身体

との対話を目的とするC.V.N.カラリの指導方

針は伝統武術と認められると結論づけている。

しかし新美はトレーニングの動作分析には及ん

でいない。筆者はトレーニングを通してカラリ

パヤットの実体に迫ることを目的としており，

新美の研究とは性質が異なっている。国外で

は，ザリリZarrilli（１９７９，２００３）の研究が主と

してあげられる。前者の論文（１９７９）では，カ

ラリパヤットの歴史，トレーニング内容や効果

が概観されているのに対し，後者の論文

（２００３）は，C.V.N.カラリでの２０年以上のトレ

ーニング体験を含めた参与観察，ケーララ州内

のカラリを対象とする広範なフィールドワーク

がおこなわれ，完成されたカラリパヤット研究

であるといえる。後者では，カラリパヤットの

古代から近代までの歴史も詳細に調べられ，ト

レーニング，医学，信仰，舞踊との関連につい

てもよく調査，考察されている。しかし両論文

には，先述と同様トレーニングの動作分析から

ホリスティックな性質を導出するミクロな視

点，さらに女性の立場からの視点が欠けている

と思われる。したがって本稿ではそれらに着目

する。バラクリシュナンBalakrishnan（２００３）

は，自身のグルカルとしての経験を生かし，カ

ラリパヤットの概要を述べた上で，トレーニン

グごとの解説を中心に詳述している。それは教

授本としての意味合いが強いため，本稿ではト

レーニング内容を中心に依拠するにとどまる。

カラリパヤットは，ケーララ州北部を発祥と

するマーシャルアーツとして現地で認識されて

いる。「マーシャルアーツ」は，和訳では一般

に「武道」（小稲１９９５:１３０４），「格闘技」（小西，

南出２００１:１３４９）である。また稲垣は「総合身

体修練法」（稲垣２００１:５７）と述べ，河野は「古

武術」（河野１９９０:１３８），「古武道」（河野１９９１:

１５９，１９９２:７６３，１９９４:１９４），「武 術」（河 野

１９９１:１５１，１９９９:２０８），宮尾，新美も「武術」

（宮尾１９８７:１８４，新美２００１:２４１），石井は「伝統

武術」（石井１９９９:５０），松浪は「格闘技」（松浪

１９８９:２０８），「伝統武術」，「古武道」（松浪１９８９:
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２０９）と呼んでいる。このように研究者間でも

名称の統一がされていない。また漢字表記をす

るにはマーシャルアーツの定義について徹底し

た議論が必要となり本稿の主旨と離れるため，

本稿ではカタカナ表記を用いる。

１．カラリパヤットKalarippayattu

１・１ カラリパヤットの概要

カラリパヤットの伝承地であるケーララ州

は，面積約３９０００km2，人口約３２００万人で，東の

西ガーツ山脈と西のアラビア海に囲まれたイン

ド西南部に位置する。公用語は州言語のマラヤ

ラム語である。

カラリパヤットの「カラリ」とはマラヤラム

語で教室，施設を，「パヤット」とはトレーニン

グ，エクササイズを意味する。カラリはカラリ

パヤットがおこなわれる場所を指すのみなら

ず，同州に伝承されるカタカリでも同様の意味

で用いられる。カラリは，東に面した入口から

階段２段ほど低い半地下に造られる。そのため

カラリの内部は薄暗く，雨季でも比較的涼しく

過ごせる。ナヌグルカルによれば，G.K.K.S.

のカラリは東西約１０m,南北約５mの長方形を

しており，内部の地面と四方の壁は土，屋根は

ココ椰子の葉，骨組みはアレカナッツの木の幹

でできた伝統的な造りである（写真１）。

カラリパヤットが指す体系には，脚のエクサ

サイズ，それを組み合わせた基本動作のプータ

ラトラルとメイパヤット，木製やメタル製など

の武器の体系がある。メイパヤットでは，象，

ライオン，馬，蛇，猫，鶏，猪，孔雀あるいは

魚という８つの動物のポーズが組み込まれた動

作が特徴的とされている６）。しかし筆者は，実

際に動物の名称で説明を受けることはなかっ

た。またインドの伝統医学アーユルヴェーダの

理論に基づいて施されるマッサージのウリチル

uzhichilも，カラリパヤットの体系に含まれる。

先述のように，カラリパヤットを単に「武道」，

「格闘技」などで置き換えられない所以はここ

にも存在する。

そしてカラリパヤットでは宗教，カースト，

男女の別などは一切不問である。実際にG.K.

K.S.の生徒たちは宗教やカーストも様々であ

る。

１・２ カラリパヤットの歴史

カラリパヤットが起こった正確な時期は明ら

かではないが，主だったものを書くと以下のよ

うになる。ザリリ（１９７９，２００３）によれば，カ

ラリパヤットは２つの起源に遡ることができ

る。一つはタミル人７），ドラヴィダ語族８）由来

のもの，もう一つは中世ケーララ文化の中でお

こなわれていた洋弓術ダヌルヴェーダである。

まず名称の由来を概観する。カラリパヤット

の「カラリ」と「パヤット」という言葉は１世

紀のタミル語に由来する。現在のカラリパヤッ

トの体系になったのは後述のように１１～１２世紀

で，２０世紀になってようやく「カラリパヤッ
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ト」という名称が現在と同種の体系に使われ始

めた。この背景には，ステージ実演，大衆文学

や新聞記事など大衆消費のための必要性があっ

た。

次にカラリパヤットの体系の由来を概観す

る。現存のカラリパヤットは，紀元前４世紀か

ら６００年までの古代タミルの英雄詩に見られる，

戦いのマーシャルスピリットにまで遡ることが

できる。それはタミル人，ドラヴィダ語族がお

こなったマーシャル実践を基礎とし，７世紀ま

でに移住してきた最高位の司祭階級バラモンが

もたらした階層性など，アーリヤ人の文化を受

け入れていった。１１世紀にはチェーラ朝とチョ

ーラ朝との間で百年戦争が始まり，ケーララの

カラリパヤットは，戦士の軍隊訓練のためのド

ラヴィダ語族のマーシャルテクニックに，バラ

モンの影響も混ざり合って発達した。こうして

この頃，現在のカラリパヤットの原型が誕生し

た。マーシャルアーツが支配者への忠誠を示す

ための特権になり，１１～１２世紀からその特権は

クリスチャン，ムスリムと同様，バラモンのサ

ブカーストの一つナーヤル９）に与えられた。低

俗のティヤというサブグループには，死闘のた

めの武器の訓練の特権が与えられた。その後１２

世紀以降のカラリパヤットは大きく変化しない

という。それは，ダヌルヴェーダとアーユルヴ

ェーダの要素を統合し，加えて土着に発達した

武器の使用技術，エクササイズ，マッサージに

よって形作られている。特にダヌルヴェーダ

は，弓矢の使用術に加え，武器への祈り，一点

凝視や集中力など，死に直面するマーシャルア

ーツ実践者に欠かせない多くのことを教えた。

１５～１７世紀までのカラリパヤットは，７歳より

トレーニングを開始するケーララ州の軍人カー

スト，ナーヤルの若者の正規教育だった。しか

しこの教育システムの実践は宗教，カーストの

枠をすぐに超えて激増した。１８～１９世紀には，

１５世紀終わりにポルトガル人にもたらされた銃

などの使用と英国統治の影響で，ナーヤルたち

は伝統的な訓練や戦士としての役割から妨げら

れていった。カラリパヤットはこうして衰退の

一途をたどるかに思われたが，１９～２０世紀初

頭，数人のグルカルのおかげで絶滅の危機から

救われたのである。

１・３ 今日におけるカラリパヤット

ケーララ・カラリパヤット・アソシエーショ

ンは，ケーララ・スポーツカウンシルの一つと

して１９５８年に発足した。本アソシエーション，

カンヌール支部のアヴドゥルカデール氏によれ

ば，カラリは現在ケーララ州内に約７９０ヶ所，

カンヌール県内に８５ヶ所ある。実際にトレー

ニングがおこなわれているカラリは７５ヶ所存

在する。そのうちの一つ，筆者が体験をおこな

ったG.K.K.S.は，G.K.K.S.運営委員会に

運営されている。カラリパヤットを習う生徒た

ちの月謝は，毎年委員会によって決定される。

２００４年度の月謝が２００ルピー１０），２００５年度の月

謝が１５０ルピーであった。ここで得られた収入

は，委員会，グルカルとそのアシスタントをし

たグルカルの長男に与えられる。月謝のほか

に，随時ダクシナdakshinaと呼ばれるお布施も

ある。たとえば，シーズンの始まりと終わりの

時に，生徒からグルカルへ，ダクシナが手渡さ

れる。ダクシナの金額は設定されていない。こ

れは受け取ったグルカルの収入となる。

３期に筆者は，州都のC.V.N.カラリを訪問

した。カラリは近代的な建物の地下一階にあ

り，誰でも一階のバルコニーからカラリ内のト

レーニングを見学出来る構造になっている（写
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真２）。州都にあるためか，そこには学生ビザ

を持った様々な国の外国人が多くトレーニング

に来ている。筆者はそこで数名の外国人に出会

った。トレーニングに来ていたアメリカ出身の

女性は，毎年州都に滞在し，３週間トレーニン

グに来るカリフォルニアのヨガ教師であった。

見学に来ていた一人の女性は，２００３年から２年

間C.V.N.カラリで学んだフランス出身の女優

であった。当時の月謝は５００ルピーだったそう

である。もう一人の見学者はインド系フランス

人の女性だった。彼女は自国で息子にカラリパ

ヤットを習わせるため，自国のグルカルが学ん

だC.V.N.カラリを見学に来ていた。カラリパ

ヤットは日本ではまだ馴染みが浅いが，海外で

は既にダンサー，俳優などパフォーミングアー

ツを志す人々にとって魅力的な身体文化なので

ある。このように今日的状況では，カラリパヤ

ットもカラリの形態を変え，積極的に外国人を

受け入れ世界に進出するなどグローバル化され

ていると言える。けれども一方で，G.K.K.S.

のようにカラリパヤットは伝統的な構造の土臭

いカラリで，地域住民に受け継がれているので

ある。

４期には２人の青年がG.K.K.S.に来てい

た。現在北インドで軍隊に従事する彼らは，軍

隊でおこなわれる舞台発表会でカラリパヤット

を披露するため，短期トレーニングに来てい

た。彼らはカンヌール県と隣県の出身だが今回

がカラリパヤット初体験であった。しかし彼ら

は，普段の軍隊訓練のため柔軟性に長けてお

り，メイパヤットを次々と身につけていた。彼

らのように，ケーララ州外へ出て初めて自らの

アイデンティティを自覚しカラリパヤットを習

い始める人々を目にすると，ザリリ（２００３）も

指摘するように，カラリパヤットはある種マラ

ヤリー１２）のアイデンティティを象徴している

と言える。

２．身体トレーニングとしてのカラリパヤット

２・１ トレーニング

G.K.K.S.のトレーニングは年２回のシー

ズンにわかれている。第１シーズンは６月から

９～１１月頃までである。その後一旦トレーニン

グは休止され，第２シーズンは１２月頃から

２，３月頃までである。前期は雨季で，後述の

ウリチルに最適なシーズンでもある。３月以降

は猛暑の時期のため避けられる。このようにト

レーニング時期は一応設定されているものの不

規則で，生徒の学校行事など諸事情次第で毎年

決定される。

G.K.K.S.では，師匠のナヌグルカルが健康

上の理由から椅子に腰掛けたまま声がけをおこ

ない，主に長男がアシスタントとして実質的な

指導にあたる方法をとっている。生徒は，１期

では５歳の少女１名を含む５～４０歳の男女であ

った。３，４期でも９歳の少女１名を含む約８０

名の生徒がいた。トレーニングの時間は，毎日

朝５時，夕方５時の２回設けられているが，実
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際はシニアの生徒が朝もしくは夕方，ジュニア

の生徒はたいてい夕方に来ている。男子生徒ら

はカッチャと呼ばれるふんどし一枚を身に着

け，アーユルヴェーダのオイルを首から足先ま

で全身に塗ってトレーニングを開始する。

２・１・１ 脚のエクササイズ

カラリパヤットのトレーニングは，性別，年

齢，経験年数を問わず，生徒が自主的におこな

う脚のエクササイズから始められる。文献では

このエクササイズは１２種類とされているが

（Balakrishnan,P.:２００３），G.K.K.S.では表１

のように７種類がおこなわれている。一つ目は

①ネルカルNerKaalである。ネルとはまっす

ぐ，カルとは脚を意味する。次は②ティルチュ

カルThiruchuKaalである。ティルチュとは，

回転を意味する。次は③ヴィドゥカルVeethu

Kaalである。ヴィドゥとは，スウィングを意味

する。次は④アカムカル AkamKaalである。

アカムとは，内側を意味する。③，④では，筆

者は，脚の軌跡がはっきりと大きい弧を描くよ

うにと指導された。次は⑤コーンカル Kone

Kaalである。コーンとは角度を意味する。次

は⑥イルティカルIruthiKaalである。イルティ

とは座ることを意味する。最後は⑦ティリチル

ティThirichiruthiである。生徒らは必ずカラリ

内の東側からこれらを始め，西側へ向かって進

み，その後は東西を往復する。すべての脚のエ

クササイズの間，両上肢は頭上へ掲げ，万歳の

状態に保持される。筆者は視線を常に掲げた両

手のひらに向けるよう指導された。なかでも最

も要求されたのは，①から⑦までの蹴り上げる

素早いスピードである。それはこのエクササイ

ズが第一に自己防衛として欠かせないものであ

り，第二に敵への攻撃としても必須なためであ

ると思われる。そしてナヌグルカルによると，

カラリパヤットで最重要なことは身体の柔軟性

である。筆者も体験を通して，このエクササイ
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表１ 脚のエクササイズの概要（筆者作成）

動 作 内 容名 称

右脚から順に前上方向へ蹴り上げる動作。足先は掲げた同じ側の手のひらに当たるよう
に１８０度上げなければならない。

①ネルカル
NerKaal

一旦ネルカルで上げた脚を下ろし，着地させずに片足で身体の向きを１８０度方向転換さ
せ，その方向でもう一度ネルカルをおこない，再度片足で１８０度方向転換して進行方向
に向き直る動作。①と同様足先は同じ側の手のひらに当てねばならない。

②ティルチュカル
ThiruchuKaal

右脚から順に外回しで，１８０度上げて，回し蹴りのように脚をスウィングさせる動作。
①②同様足先は同じ側の手のひらに当てなければならない。

③ヴィドゥカル
VeethuKaal

③の逆で，右脚から順に内回しで，１８０度上げて，回し蹴りのように脚をスウィングさせ
る動作。足先は反対側の手のひらに当てなければならない。

④アカムカル
AkamKaal

右足先を頭上に掲げた左手のひらにタッチさせるよう，脚を斜めに蹴り上げる動作。
⑤コーンカル
KoneKaal

①の後，上げた足を後ろに引いて膝を立てて腰をおろし，軸足であった方の膝を伸展さ
せ前に出し座る。その後上肢と体幹を蛇のように地面すれすれの位置から地面に沿って
起こし立ち上がる動作。

⑥イルティカル
IruthiKaal

⑥で地面に沿って起こすとき，続けて１８０度方向転換するため，そのまま腰の側屈，背屈
を通過して反対方向に方向転換し座る動作。

⑦ティリチルティ
Thirichiruthi



ズには股関節を柔軟にする目的も含まれている

と感じた。

２・１・２ プータラトラルPootharaThozhal

とメイパヤットMeyPayattu

生徒たちは脚のエクササイズを終えるとプー

タラトラルと一連の動作を組み合わせたメイパ

ヤットへ進む。プータラトラルは後述するプー

タラという祭壇に向かっておこなわれる。これ

はプータラの方を向いて右足を出し，右手で地

面に触れ祈りを捧げることから始まる。一連の

動作はプータラを正面としておこなわれる。最

後もその方を向き，最初と同様の方法で祈りが

捧げられる。これを終えてからメイパヤットの

トレーニングに入る。筆者は４度の体験で計７

種類のメイパヤットを学んだが，一日一回のト

レーニング中におこなわれるのはたいてい

２，３種類である。東側に数人の生徒が横一列

に並び，グルカルの声に従い西側へ進みながら

一番目の第１メイパヤットから順におこなって

いく。

メイパヤットは，必ず「トールドゥ，アマル

ヌ」の姿勢からスタートする（写真３）。これ

は，手のひらから肘までを合わせた両腕で，頭

の先から股関節までの身体の中心部分を防衛す

る姿勢である。この部分には，アーユルヴェー

ダに基づいた身体に１０８ヶ所あるマルマン

marmmamと呼ばれる急所，つぼが集合してい

る。この姿勢は，前方からの不意な攻撃を両腕

ではらったり両腕で突いたりすることによって

自己防衛する重要な姿勢である。そしてその後

に脚のエクササイズを含む一連の動作が続く。

第１メイパヤットでは，①，②のエクササイズ

にジャンプ，上肢動作，背屈などが組み合わさ

れる。第２メイパヤットでは，③，④，⑤のエ

クササイズにジャンプなど，第１メイパヤット

と同様の動作が組み合わされる。つまりメイパ

ヤットは①から⑦の脚のエクササイズを取り入

れて，上肢動作，体幹の前屈と背屈，それらに

左右の側屈を加えて一息におこなう３回連続の

ブリッジなどが加わり，複雑な動作になってい

く。そして脚の蹴り上げの際，掲げた両手のひ

らに足の甲が触れるよう高く上げることや，ジ

ャンプの際，高さが最高点に達することを指導

されたことからわかるように，股関節，腰部な

どを柔軟にしつつ運動能力を養うのである。

２・１・３ 武器

武器は８種類あるとされる（写真４）。筆者

は３，４期にチェルヴァティ cheruvati（写真

５），ケットゥカリkettukaari（写真６）の２種

類を学んだ。武器では，二人一組でメイパヤッ

トでおこなった一連の動作を踏まえた型をこな

していく。武器では身体のマルマンへの攻撃と

防衛を教えられるというが，筆者はそこまで達

しなかった。どちらをおこなう場合でも，相手

は常に敵であると指導され，敵の目だけを見

て，武器を見ることは禁止される。ここにカラ

リパヤットの真髄が現れているように思われる
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が，これが筆者に，武器に対する恐怖，緊張，

体力の消耗をもたらした。

２・２ グラフノーテーションによる動作分析

本節では，カラリパヤットのトレーニングの

動作特性を客観的に理解するため，舞踊動作分

析に用いられる舞踊記譜法のグラフノーテーシ

ョンを用いて分析をおこなう。グラフノーテー

ションはラバノーテーションを簡素化したもの

で，動作の把握に役立ち，ラバノーテーション

よりも比較的理解しやすいため選択する

（Kealiinohomoku:１９７６）。分析対象は実質的指

導者であるナヌグルカルの長男シャイレーシュ

氏が重視する，メイパヤットのうちの①第１メ

イパヤット，②第２メイパヤット，③第３メイ

パヤット，④第６メイパヤットの４種類とす

る。分析方法は以下のとおりである。グルカル

の一流れの声がけを最小単位のフレーズとし

て，第一に４種類のメイパヤットをそれぞれフ

レーズに分類する。第二に各フレーズをグラフ

ノーテーションにより記譜し，動作特性を把握

する。第三に各メイパヤットのフレーズ構成を

みる。そして各メイパヤットにおける動作特性

を明らかとする。

その結果，次の８点が明らかとなった。１，

表２より，４種類のメイパヤット全体で現れた

フレーズはA～Zまでの合計２６種類である。

２，フレーズ２６種類各々を見ると，表２より上

肢のみ使用が１種類，上肢と体幹使用が１種

類，上肢と下肢使用が２種類，体幹のみ使用が

０種類，体幹と下肢使用が０種類，下肢のみ使

用が９種類，上肢，体幹，下肢のすべて使用が

１３種類であり，下肢のみ使用のフレーズと，す

べて使用のフレーズの２つが主要である。たと

えばフレーズAのグラフノーテーション結果で

ある図１は，始めに両上肢の動作が見られ，次

に体幹と両下肢動作が見られることを示してい

る。３，身体の使用部位を見ると，表２より２６
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種類のフレーズ中の出現回数は，上肢１７回，体

幹１４回，下肢２４回であり，下肢はフレーズの大

半で使用されている。４，上肢動作に着目する

と，両上肢は，万歳の状態以外はたいてい体幹

前面で動作が見られる。図１では動作開始時，

両上肢は体側から体幹前面に至り，その後体幹

前面にある（以下，表３参照）。図２ではジャ

ンプの際，両上肢は体幹前面にあり，その後前

方へ突き出されているのがわかる。５，一方，

両上肢の万歳の状態は，図３のように脚のエク

ササイズ①から⑦を含むフレーズに必ず見られ

る。６，下肢動作に着目すると，自らの体験で

は左下肢から動作を開始するフレーズが大半を

占めると思われたが，分析からは表２のように

右下肢開始と左下肢開始の割合は１０：１２で，著

しい差は見られない。７，フレーズ内の体幹動

作と下肢動作の関係に着目すると，表２より２６

種類中体幹を使うフレーズは１４種類，体幹を伴

わず下肢だけを使うフレーズは１０種類である。

８，図４より，対象に共通して見られたフレー

ズはA,B,C,D,G,H,I,M,Nの９種類である。

身体をすべて使用するフレーズが５種類，上肢

と下肢使用が２種類，フレーズMとNは最後

の祈りのフレーズである。共通な組み合わせ

は，「ABBCD」，「GGHID」，「GGMA’N」の３種

類である。特にフレーズAは必ず対象各々の始

めと終わりに見られる１３）。

以上から次の４点が考察される。１，結果

２，８よりトレーニングでは上肢，体幹，下肢

がバランス良く用いられている。また結果

２，６より右下肢開始と左下肢開始の割合でも

大差ないことから，左右の軸足を等しく鍛錬す

る目的も考えられる。したがってこれはバラン

ス良いからだ作りのための理想的なトレーニン

グであると考えられる。２，結果３より，下肢

は２６種類中２４種類で使用されており，全体を通

して下肢の鍛錬が重要であるとも考えられる。

理由は下肢による自己防衛と，下肢による攻撃

に由来すると考えられるためである。３，結果

４より，体幹前面で上肢動作が見られるのは，

上肢による自己防衛と，上肢による攻撃に由来

すると考えられる。特に上肢による自己防衛

は，体幹前面に集中するマルマンを防衛するた

めである。４，結果５より，下肢動作の際に上

肢動作が万歳の状態に保持されることは，下肢

の鍛錬に集中できるため，あるいは前上方向へ

の蹴り上げの際上肢が下肢の邪魔にならないた

めとも推察できる。したがってカラリパヤット

は，身体をバランス良く用いた全身運動，上肢

と下肢を用いた自己防衛と攻撃を目的とする，

からだ作りのためのトレーニングであると考察

される。これまで見てきたようなトレーニング

の効果は，肉体面では柔軟性，身体のバラン

ス，コントロール，強さ，素早さ，しなやかさ，

精神面ではスタミナと集中力などが挙げられて

いる（Zarrilli:１９７９）。これらはトレーニング体

験を通して筆者が感じたことであるが，さらに

グラフノーテーションによる分析結果が肉体面

の効果を裏付けているといえる。

３．医学としてのカラリパヤット

３・１ 予防医学

本章では筆者の参与観察を通して，カラリパ

ヤットの医学としての機能について見ていく。

医学には疾病を防ぐための予防医学と，疾病を

治すための治療医学が考えられる。カラリパヤ

ットではその両方の性質が見られる。そこでま

ず前者について見ていく。

第一に先述の動作分析から，カラリパヤット
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表２ 各フレーズの概要（筆者作成）

動 作 内 容
身体の使用部位１４）動作

フレーズ
種類

下肢
（動作開始下肢１５））

体
幹

上
肢

両下肢を肩幅に開き，両上肢は体側を通り頭上で合掌させ体幹前面
へ，その後両膝屈曲と同時に体幹は頭部から前屈し地面と水平で保
持し，「トールドゥ，アマルヌ」の姿勢に至る。

○○○A

体幹前傾のまま両上肢で前方へ突いた後左下肢スタンプ，体幹を起
こして両上肢頭上へ，右下肢を前方へ出す。その後右下肢より後進。

○
（▲）

○○B

左下肢前上方向に蹴り上げた後，左下肢踏切で両足ジャンプ，両上
肢は前方突きから体幹前面に屈曲。その後前進し体幹を前傾させた
姿勢で上肢は体幹前面に保持。

○
（▲）

○○C

両上肢を体幹前面から万歳の状態にし，それに伴い左膝を伸展し両
下肢を揃え直立姿勢。

○
（▲）

○D

①ネルカル
○

（▲）
E

右下肢よりホップして右下肢軸で１８０度方向転換，その間左膝を屈
曲。その後体幹を前傾させた姿勢で上肢は体幹前面に保持。

○
（△）

○○F

左下肢を前に出し，体幹前面で両上肢を交差させ保持から，左上肢
を前方へ突くのと同時にと右下肢で前進。

○
（▲）

○○G

両上肢は万歳で右下肢を前方へ出すが，両上肢を体側にして右下肢
より後進。その後右下肢で踏み切り前方へ右下肢を蹴り上げジャンプ。

○
（△）

○H

両上肢は体側のまま後進。
○

（△）
I

②ティルチュカル
○

（▲）
J

右上肢前方，左上肢は胸の前で屈曲して体幹前傾から，両上肢を体
幹前面で交互に万歳の位置へ。同時に直立姿勢になり後進。

○
（△）

○○K

右膝は屈曲で，左下肢のみで１８０度方向転換をしながら体幹は左の
側屈から背屈を通り正面を向く。同時に両下肢肩幅に開き，両膝屈
曲で両上肢を体幹前方で合わせ，両親指だけ立てた握り拳でアマル
ヌの姿勢に至る。

○
（△）

○○L

プータラに対して両上肢万歳で右足前方に出す。左下肢を前方へ大
きく出し膝屈曲，右上肢を後方から前方へ出し，体幹は前傾。体重
を右足に移動させながら，体幹を最大限屈曲させて頭部は地面に近
い位置でもぐりこむように１８０度方向転換し，右膝屈曲し，両上肢
を前方へ突く。さらに右下肢を後方へ引き１８０度方向転換して再び
プータラに向きながら，左上肢は胸の前，右上肢は頭部周りをなぞ
るようにして胸の前に持ってきて合掌。左下肢が前方に出て，体幹
は前傾傾向にある。

○
（△）

○○M

右手のみで地面，額，胸の順に触れ，３回繰り返す最後の祈りの動作。○N

③ヴィドゥカル
○

（▲）
O



立命館産業社会論集（第４２巻第２号）96

右下肢で踏み切り，１８０度回転しながら右下肢を前上方向に蹴り上
げジャンプする。

○
（△）

P

両上肢体側で後進。
○

（△）
Q

④アカムカル
○

（▲）
R

右膝屈曲のまま左下肢軸で１８０度方向転換，その後体幹を前傾させ
た姿勢で上肢は体幹前面に保持。

○
（△）

○○S

⑤コーンカル
○

（▲）
T

⑥イルティカル（前上方向に蹴り上げた下肢を後ろに引いて膝を立
てて腰をおろし，軸足であった方の下肢を前に伸ばす。）

○
（▲）

○○U

⑥イルティカル（その後，１８０度方向転換するために，上肢と体幹を
蛇のように地面すれすれの位置から起こす）

○
（▲）

○○V

⑦ティリチルティ
○

（▲）
○○W

右下肢から後進した後，右下肢踏み切りで３６０度方向転換する回転
ジャンプ。

○
（△）

X

両手を地面から離さず，前屈，側屈，背屈，側屈という一連の体幹
の動作（ブリッジ）。

○○Y

前屈，背屈をして直立姿勢になり，再度前屈したのち両下肢でジャ
ンプ。

○○○Z

２４
（右：左＝１０：１２）

１４１７出現回数

図２ フレーズCグラフノーテーション結果（筆者
作成）

図１ フレーズAグラフノーテーション結果１６）（筆
者作成）



のトレーニングでは全身がバランス良く使用さ

れていることが考えられた。これは医学的に疾

病を予防するためのからだ作りと考えられる。

というのも，バランス良い全身運動では健康維

持に欠くことのできない身体の柔軟性が強化さ

れるためである。たとえばメイパヤットにも含

まれる脚のエクササイズ③，④，⑤は股関節を

柔軟にし，⑦は股関節，首や背中などの体幹を
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図４ メイパヤット４種類におけるフレーズA～Zの割合（筆者作成）

図３ フレーズEグラフノーテーション結果（筆者
作成）

表３ グラフノーテーション記号解説（筆者作成）



柔軟にするような動作である。生徒らはフレキ

シブルな身体を目指して，みな全身にオイルを

塗ってトレーニングを開始する。つまり，股関

節を中心とする柔軟性は，トレーニングで第一

に重要な性質であるのみならず，後述のウリチ

ルでも見られるように健康の第一条件としても

考えられている。トレーニングには個人の能力

に合わせた無理のない運動強度，ゆるやかな指

導方法，ゆったりとした風土も加味され，全身

運動，自己防衛，攻撃のためのからだ作りにと

どまらない，心身に有利な医学的効果があると

いえる。

第二にトレーニングで見られる動作は女性の

健康にも効果的である。ナヌグルカルによれ

ば，メイパヤットの最初におこなわれる「トー

ルドゥ，アマルヌ」の姿勢は女性の子宮に効果

的で，日頃この動作をおこなっていれば，生理

痛の解消や出産時の楽な分娩などの効果があ

る。カラリは神聖な場所である。そのため女性

の赤不浄の概念が成り立ち，女性は排他的な存

在であると思われがちだ。けれども実際には，

女性の健康なからだ作りも意識されているので

ある。以上のようにカラリパヤットは，疾病予

防のための健康なからだ作りとして機能すると

考えられる。

３・２ 治療医学

カラリという場は，随時接骨院へと姿を変え

る。ナヌグルカルは，周囲の地域住民にとって

はカラリパヤットの指導者であるとともに，接

骨医でもある。そしてカラリのみならず自宅で

も治療をおこなっている。これは G.K.K.S.

に限ったことではない。１期から４期のほぼ毎

日，老若男女問わず２，３名の患者がカラリへ

やって来た。たいていは四肢の捻挫，打撲，時

には骨折患者も見られた。グルカルは本人や付

き添いの者に怪我の状況を聞きながら部位に手

を当て，内部の骨や筋の状態を探りながら治療

法を判断する（写真７）。レントゲン撮影など

に拠るわけでもなく，ただ自身の感覚と経験を

頼りに治療する。筆者が目にした限り，また筆

者自身が足の指を捻挫した際も，グルカルは患

部にアーユルヴェーダに基づいて調合した塗り

薬を塗っていた（写真８）。つまりカラリパヤ

ットは，アーユルヴェーダに基づく治療の医学

としても機能していると考えられる。
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写真７ 自宅での治療の様子（左，ナヌグルカル） 写真８ カラリでの骨折患者への治療の様子



３・３ ウリチルuzhichil

ウリチルとはマッサージのことである。ウリ

チルにはリラクゼーションや身体の柔軟性強化

のために用いられるスガウリチル，リューマチ

患者に対しておこなわれるピリチルなど目的別

に名称がある。筆者が観察した患者らはみな前

者を受けていた。ウリチルでは，アーユルヴェ

ーダに基づくオイルを使用する。オイルは患者

の状態や目的と相談してウリチルの前に決定さ

れる。このオイルにも膨大な種類がある。たと

えば，バラーシュワガンダーディタイラムとい

うオイルはすべての人に適しており，日々生徒

らがトレーニング前に身体に塗っているもので

ある。それに対しサハチャラーディタイラム

は，老人のみに適しているオイルである。

ウリチルは，カラリパヤットの雨季シーズン

が最適とされ，一人の患者に対し１４日間継続で

おこなわれる。第１～２日目，患者は直立のま

までウリチルを受け，治療師は両手だけを用い

てウリチルを施す。第３～７日目は，患者は横

たわり，治療師が手と足を用いて施す。このと

き治療師は，写真９のように天井から垂らされ

たロープを手でつかみ，足を使っておこなう。

そして第８日目に患者はアーユルヴェーダに基

づく下剤を服用し体内を浄化する。食事もご飯

をお湯に浸した栄養価の高いものと決められて

いて，この日はウリチルをおこなわず身体を休

める日である。第９～１３日目は，第３～７日と

同様，第１４～１５日目は第１～２日目と同様の方

法でウリチルがおこなわれる。こうした流れの

中で，前半，治療師は８日目に向けて次第に力

を強めてウリチルを施し，後半は次第に力を弱

めていく。患者は揉み返しなどの副作用を感じ

ないそうで，ウリチルが長期的におこなわれる

ため身体への負担も少ないと思われる。

治療師は，はじめに患者の横たわるパヤとい

うマットに祈り，患者に触れる前にも患者を神

聖なものとして扱い祈りを捧げる。治療師にと

ってウリチルが危険な仕事であるため，神への

祈りは欠かせない。一方患者は東に頭を向けて

横たわる。これは日の出の方向であることとか

かわりがあるようだが，磁力も関係していると

いう。次に必ず患者の脈拍を測り，その日の患

者の体調を把握する。ウリチルで１４日間同じ治

療師が同じ患者を担当するのも，患者の日々の

体調の変化を察知するためである。そして，武

器の体系でも見られたアーユルヴェーダに由来

するマルマンの概念に基づいてウリチルが始め

られる。たとえば背中は，脊柱と腰骨を結ぶ５

点のマルマンを逆Tの字を描くようになぞると

ころから始められる。さらに，股関節がより回

外するよう，治療師は自らの両手足を用いて患

者の両脚に圧力をかける。当然患者は苦痛を訴

えるが，柔軟性はカラリパヤットのためのから

だ作りに加え，医学的な面からも欠かせないと

いう。ウリチルでも柔軟性は健康なからだを作

るために重要視されていると考えられる。つま

りウリチルは，脈拍計測，食事制限などの患者

の体調管理，柔軟性を強化させるからだ作りを
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写真９ シャイレーシュ氏によるウリチルの様子



含む予防医学であり，マルマンの概念を用いた

治療医学であると同時に，パヤや患者を神聖視

するという独自の信仰に根ざした医学と考えら

れるのである。

以上のようにカラリパヤットは，アーユルヴ

ェーダを基盤に次のような医学として機能して

いる。第一に全身がバランス良く使用され，女

性の健康も考えられ，さらにウリチルでの脈拍

計測，食事制限など患者の体調管理や柔軟性強

化も含めた，疾病予防のための健康なからだ作

りの医学という機能である。第二にグルカルに

よる治療と，ウリチルでのマルマンに基づく長

期的な治療の医学，そして第三に信仰に深く根

ざして人間を全体的に扱う医学という多機能を

果たしていると考察される。

４．信仰としてのカラリパヤット

４・１ カラリの内部構造

カラリパヤットには，ケーララ社会に土着の

信仰が反映されている。河野は，カラリは「寺

院と同じ聖域」（河野１９９２:７６４）であると述べ

ている。そこで，本章ではカラリパヤットの背

景に見られる信仰について，カラリの内部構造

と慣習という観点から考察する。

カラリの内部には，プータラPootharaとグル

スタン Gurusthanが置かれている。G.K.K.

S.のカラリに入ると，西南の隅にプータラと呼

ばれる祭壇が設けられている（写真１０）。この

祭壇は，上方から見ると扇形をしており，階段

状に７段ある。ここには，カラリパラデーヴァ

タという女神が祭られているというが，偶像は

ない。この女神はケーララ州に土着の女神バガ

ヴァティと同一視されるもので，さらにはヴィ

ーラバッドランというシヴァ神と同一視される

神と，バドラカーリーというシヴァ神の妻パー

ルヴァティと同一視される女神が半分ずつから

なるアルダナーリーシュワラン女神でもあると

いう。この女神は守護神としてどこのカラリに

も祭られている。プータラの地上からの高さは

全長２７ヴィラルviral１７）であり，最下段の円周

の長さも同様である。この２７という数はすべて

の人が産まれた時に与えられる星の数に相当す

る。この星は，現在でもケーララ社会で見合い

婚の時には必ず用いられる重要なものである。

占星術師は当事者の男女の星の相性などで彼ら

の結婚について占う。こうした意味をもつ２７と

いう数は，全世界の人々を象徴すると同時に，

宗教やカーストを一切問わないというカラリパ

ヤットの特異性も象徴しているのである。また

プータラの各段には名称がある。最下段の１段

目から６段目までには人間の腺，ホルモンに関

する名称がつけられている。たとえば，最下段

はムーラアダーラムチャッカラムという。チャ

ッカラムとは急所，つぼを指し，これはホルモ

ンを生成する腺をコントロールするという意味

をもつ。そして６段目は，アーンニャチャッカ

ラムという。これは脳から指令を出すという意

味をもつ。このようにプータラは医学との結び
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写真１０プータラ（左）とグルスタン（右）



つきが強い信仰の対象である。

一方グルスタンは，グルカルの総称を祭る祭

壇である（写真１０）。G.K.K.S.ではプータラ

の北側に置かれてあった。これは直方体で椅子

をイメージしているという。

カラリの内部構造に表されるように，カラリ

パヤットの背景にはケーララ社会の信仰体系を

反映しつつも宗教，カースト不問の独自の信仰

が見られる。さらにそれは医学との密接なかか

わりを持って成立しているのである。

４・２ カラリでの慣習

先述のように，カラリはケーララ社会におけ

る寺院と同様の神聖な場所として捉えられてい

る。そのため，ここには女性に対する赤不浄の

禁忌が存在する。月経にあたる女性は穢れた身

体を持つとされ，５日目まではカラリに立ち入

ることは禁止される。これはケーララ州内のい

かなる寺院でも同様で，そうした女性は各家々

の祭壇に触れること，朝晩の礼拝時に使用する

ランプ台に触れることも決して許されない。

カラリに入る時点から厳格な慣習は存在す

る。生徒はみな，カラリに入る際，まず右足か

ら地面に着地する。次に右手でカラリ内の地面

に触れ，自分の額，胸の中央と順に触れてい

く。これを３回繰り返した後，右に自転するよ

うな形で振り返り，プータラの方へ向かって歩

く。その後プータラに対して，同様に右手で触

れ，自分の額，胸の中央と３回触れて祈る。次

に，グルスタン，グルカルの足元にも同様にお

こなう。こうした一連の礼拝を終えた後，生徒

らは全身にオイルを塗り，ようやくトレーニン

グを開始することができる。カラリを退場する

際も同様にプータラからおこない，最後は信仰

の対象に背を向けぬよう後ろ歩きで出入口まで

進む。そしてウリチルでは，治療師にとって，

プータラ，グルスタンと同様に，パヤ，患者の

身体も祈りの対象となる。ウリチルが致命的な

危険を常に伴うため，安全を祈願してそれらも

信仰対象とされるのである。

このようにカラリパヤッットの背景には，ケ

ーララ社会を反映した厳格な信仰や慣習，宗

教，カーストの別を問わずすべての人間を受け

入れるという特異な信仰体系，そして医学と密

接にかかわった信仰体系が共存していると考え

られる。

５．カラリパヤットのホリスティック性

これまで筆者のトレーニング体験とグラフノ

ーテーションを主として用い，身体トレーニン

グ，医学，信仰の視点からカラリパヤットを捉

えてきた。その結果カラリパヤットは多様な要

素を満たしていると考えられる。

第一にカラリパヤットは全身運動であり，自

己防衛，攻撃を目的とするからだ作りの身体ト

レーニングであると考察される。具体的にはグ

ラフノーテーションによる分析結果から，これ

は下肢の鍛錬に重点をおきつつも，上肢，体

幹，下肢と左右をバランス良く用いたトレーニ

ングである。これは人間のからだに理想的な全

身運動として機能していると考えられる。上肢

に着目すると，これは体幹前面に上肢を保持す

ることでマルマンを守る自己防衛とともに，攻

撃を目的としたトレーニングである。下肢も同

様に，それは自己防衛と攻撃を目的とすると考

えられる。これは競技に勝つためではなく，万

が一敵に襲われたときに身を守る，生きるため

の身体トレーニングなのである。

第二にカラリパヤットは，アーユルヴェーダ
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に基づき，疾病予防のための健康なからだ作

り，治療，信仰に根ざして人間を全体的に扱う

医学であると考察される。トレーニングは先述

のような全身運動に加え，女性の健康も含めた

健康増進のためのからだ作りである。ウリチル

は１４日間継続した脈拍計測や食事制限を含む患

者の体調管理，健康のために必須な柔軟性強化

の意味も持つ。これらは広く疾病の予防を目的

とする医学と考えられる。グルカルはアーユル

ヴェーダに基づく豊富な知識から治療をおこな

い，地域では医者として機能する。ウリチル

は，同様の理論に基づくオイルを使用したマル

マンの治療としても機能する。これらカラリパ

ヤットの医学的機能は，人間を部分的に扱う西

洋医学とは異なり，患者を神聖視する独自の信

仰に基づき，食事から長期的治療法に至るまで

人間を全体的に扱うホリスティック医学の要素

を満たすといえる。

第三にカラリパヤットをおこなうカラリは，

信仰の場でもある。カラリにはヒンドゥー教由

来の女神が祭られ，トレーニングでもウリチル

でもケーララ社会の厳格な慣習に従っている。

しかし，カラリパヤットは宗教，カースト，男

女差など不問の特異性も同時に持つ。こうした

信仰に見られる，全人類を受け入れるところに

も，カラリパヤットの全人的な性質が現れてい

ると考える。

そして最終的にカラリパヤットとは，身体ト

レーニングと医学と信仰という３つの要素を持

ちながら，それらの要素を包含したマーシャル

アーツであると考察される。身体トレーニング

としての「トールドゥ，アマルヌ」の姿勢は，

頭部から股関節までのマルマンを両上肢で覆

い，身体の致命的な箇所を守る自己防衛であり

攻撃である。それと同時にその姿勢は生理痛解

消など子宮に有効であり，女性にとっては予防

医学の機能も持つ。ウリチルはカラリパヤット

のトレーニングをおこなう上で最重要とされる

柔軟性強化を目的とするからだ作りである。と

同時に，その柔軟性強化は疾病予防のための健

康なからだ作りの意味も備え，腰や膝の痛みを

訴える患者への治療としても機能する。信仰対

象であるプータラはヒンドゥー教の教義に則っ

ているが，宗教などは不問の特異性も併せ持

つ。そしてそこには人間のホルモン，腺に関す

る名称がつけられ，信仰と医学との密接な関連

も見られる。このようにカラリパヤットは３つ

の要素を満たしつつ，それらが統合されたマー

シャルアーツである。これは勝つことだけを目

的とした結果心身のアンバランス状態を招くよ

うな，競技化された近代スポーツの対極に位置

されると考えられる。すなわちこれは，人間が

人間らしく生きるために不可欠な，肉体と精神

のバランスを重んじたホリスティックなマーシ

ャルアーツなのである。

おわりに

筆者は，現在南インド，ケーララ州北部に伝

承されるテイヤムTeyyamの舞踊の研究をおこ

なっている。テイヤムは一定のカーストの男性

により，世襲で伝承されている儀礼である。筆

者が伝承者たちへのインタビューをおこなう中

で，また先行研究を検証するうちに，彼らが幼

少時にカラリパヤットという同州の伝統的なマ

ーシャルアーツを経験するという事実が明らか

となってきた。そこで筆者はテイヤムの舞踊と

関係のあるカラリパヤットの研究をおこなうこ

とにした。その結果，自らのトレーニング体験

から，カラリパヤットが舞踊実践者にとっても
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有益な動作であるという見解が得られた。この

ように舞踊研究から発生した本稿は，筆者のほ

んの２年間の調査の総括に過ぎない。そのため

今後は次のような課題を残している。第一に現

地での体験を継続し，文化人類学的により深く

長期調査をおこなうことである。その上で，第

二に調査地における舞踊と武術のかかわりを深

化させ，それらと社会，文化とのかかわりに視

野を広げることである。本稿を執筆する過程

で，カラリパヤットには信仰などケーララ社会

の人々の生活が色濃く現れていることがわか

り，短期調査だけでは社会，文化を理解するこ

とに限界を感じたためである。

日本では１９８７年に日本ホリスティック医学協

会が設立され，西洋医学においても東洋的な身

体の捉え方が見直されてきている。世間では爆

発的なヨガブームに代表されるように，健康，

癒しをキーワードとする身体文化への注目が高

まっている。こうした時代に応じるように，単

なる武術や格闘技として捉えられないカラリパ

ヤットの価値が，わが国で日の目を見るのも時

間の問題であろうと思われる。

最後に，本稿執筆にあたってケーララ州カンヌー
ル県のナヌグルカル一家をはじめ，クッティシャン
カランマスター氏家族には幾度となく大変お世話に
なった。心より感謝の意を表します。なお本稿の一
部は，平成１７年度笹川科学財団による研究助成金を
得ておこなわれた。ここに改めて御礼申し上げます。

注
１） 河野（１９９２，１９９４）に依拠して「ホリスティ

ック」を信仰などのケーララ社会の生活と養
生，心身の教育が一体となり全体の整合性を重
んじる性質として捉える。NPO法人日本ホリ
スティック医学協会ホームページによれば，
「ホリスティック」はギリシャ語の holos「全
体」を語源としており，「全体」「関連」「つなが

り」「バランス」といった意味をすべて包含す
る言葉として解釈されている。１９２６年にスマッ
ツJ.Cが『ホーリズムと進化』の中でholismの
形容詞として「Holistic」という造語を用いたの
が始まりだとされている。また医療人類学的に
は，ホリスティックのほか，全体性，包括性と
いった捉え方も考えられる。

２） 石井はタラッシェーリ Thalassery（石井
１９９９:５１），河野はテリッチェリTellicherry（河
野１９９０:１３９）と表記しているが，前者が州言
語，後者が英語であるため本稿では前者を用い
る。

３） １６世紀に登場した英雄タッチョーリオテナン
と決闘したことで有名なカディルールグルカル
がいた地で，カラリパヤットゆかりの地である
（Jacob,K.ed.:１９７２）。

４） グルカルとは師匠を意味する。
５） １期当時，カラリが新しく開校したばかりで

あったため屋根には飾りが吊り下げられてい
る。また撮影時は筆者を送る会が開催され，多
くの来賓客が入口前に腰掛けていた。

６） ザリリ（２００３）によればグルカルにより多少
の違いが見られる。

７） ドラヴィダ語族のうちのタミル語を話す民族
をタミル人といい，南インドの南東部とスリラ
ンカの北部，東部に居住している（辛島 :

１９９２）。
８） おもに南インドで話されるドラヴィダ語族に

属する諸言語を用いる民族をドラヴィダ人とい
い，インド・アーリヤ民族（アーリヤ人）と並
ぶインドの二大主要民族（重松:１９９２）。

９） インド南部のケーララ州に集住する有力なカ
ーストの一つで，ケーララ州人口の１５％を占め
る。その内部は，いくつもの内婚集団に分か
れ，領主・戦士層ナーヤルから上位カーストの
衣服の洗濯をする社会的地位の低いナーヤルま
で含む（粟屋:１９９２）。

１０） １ルピー＝約２.６６円。
１１） 入口を入り右側の地下一階にカラリ，入口の

左側の一階に待合室，奥に診察室がある。
１２） ケーララ州の州言語マラヤラム語を話す人々

を。
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１３） A’とは図１のAの６段目以降を示す。
１４） グラフノーテーションに基づき，身体を上

肢，体幹，下肢に３分類し，静的なポーズでは
なく，動的に連続したひと続きの動作がおこな
われる部位を使用部位とした。

１５） 動作開始下肢とは，フレーズの始まりが下肢
動作から始まるフレーズの場合に，開始が右下
肢か左下肢かを示したものである。△が右側，
▲が左側を示す。

１６） Tは体幹，L.A.は左腕，R.A.は右腕，L.R.
は左脚，R.R.は右脚，L.F.は左足，R.F.は右
足の動作を示す欄で，下から上へ読み進める。
記号説明は表３参照。

１７） 1viral＝3cm。ケーララ州で大工が用いる単
位で，日本の尺貫法のようなものである。
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Abstract:Kalarippayattu,atraditionalmartialartpracticedinthesouthernIndianstateofKerala,

issaidtobeaholisticdiscipline.However,thereisnosolidfoundationforthisclaim.The

objectiveofthispaperistoexaminethereasonswhyKalarippayattuisregardedasaholistic

martialart,from variousangles–suchasphysicaltraining,medicalregime,andexpressionof

faith–mainlybymeansoffieldwork,myphysicaltrainingexperienceandglyphnotationof

motionanalysis.

Throughthestudy,threeobservationswereobtained.Firstly,Kalarippayattuisaphysical

trainingaimedatefficiencyin(1)exercisingofeverypartofthebody,(2)self-defense,and(3)

offensewitharms,legs,andfeet.Secondly,thismartialartisalsoasystemofmedicinebasedon

theprinciplesofAyurvedato(1)buildupahealthybodyasaresultofphysicaltrainingandthe

massageuzhichil,(2)providetreatment,and (3)holisticallytreatpeoplefrom areligious

perspective.Thirdly,afactorbehindthedevelopmentofthismartialartisKeralasociety’sunique

faiththatgoesbeyondthebordersofreligion,caste,andgenderwhilereflectingrigidcustomsin

thesociety.

Giventheseobservations,itcanbesaidthatKalarippayattuisaholisticmartialartthatfocuses

onthebalanceofmindandbody,whichisthekeytolivingalifedeservingofhumandignity,by

satisfyingandembracingthethreeelementsofphysicaltraining,medicine,andfaith.

Keywords:Kalarippayattu,maritalart,physicaltraining,glyphnotation,medicine,faith,holism
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